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    その際、自分が気になった点や、聴き手だったらこんなこと聴きたいなということをメモ。 
    15 分の最後の 5分で気になった点や聴きたいと思った点について聞いてみることができる。 
役割②：話し⼿ 
    まずはオブジェの全体像が見える画像を表示させオブジェの名前やタイトルを伝える。 
    その後オブジェについて撮った画像や自主課題用紙の「２」を使いながら聴き手に伝える。 
    最後に画像や自主課題用紙の「１」を使いながら聴き手に伝える。 
役割③：聴き⼿ 
    話し手について聴き手が理解しようと努める。 
    理解するための質問は可。 
ただし、質問がメインにならないように質問の後は傾聴を丁寧にしていくことを心掛ける。 
 
      1 巡目      2 巡目       3 巡目 
A さん オブザーバー → 聴き手     → 話し手 
  B さん 話し手    → オブザーバー   → 聴き手 
  C さん 聴き手    → 話し手     → オブザーバー 
 
2. 15 分間の傾聴 





3. 5 分間のふりかえり 
進行役：オブザーバー 
   ①まずは、オブザーバーから感想やフィードバック 
   ②次に、聴き手 
③最後に話し手 
※ ただし、その役割の人しか話してはいけないということではない。 
それぞれの役割の人が話している最中に、「それってどういうこと？」「私にとっては～と感じ
られた」などと、適宜会話をしながら進めてください。 
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